	単 位 操 作 －４１０
	空冷式熱交換器のスタートアップ
	作         成
	

	
	
	
	

	

	ポ イ ン ト

	
	本操作は空冷式熱交換器単体のスタートアップ操作である。

(2)  酸素濃度

   水素、アセチレン、エチレン

                  ２％＞

   その他の可燃性ガス

                  ８％＞

 　（但し圧縮する場合４％＞）

(2) 可燃性ガス、有毒ガスを発生しない流体ではパージ及び窒素アップを行わなくても良い。

(4) 駆動部補修後等、必要な場合はターニングを実施、確認のこと。
ターニングは動力源を切った状態で実施する。

(5)

ア．設計温度以上に温度が上昇するような操作をしてはならない。

イ．スタート前に人・物のないことを確認する。

ウ．スタート後、駆動機に異常のないことを確認する。

	


開始





仕切板撤去を確認する





スチーム又は窒素パージ後、窒素アップを行い酸素濃度を確認する





潤滑油の点検を行なう





電源、減速機、ルーバー及び可変ピッチを点検する





ファンをスタートする





終了








チューブ側をサービスインする








Ｍ





空 冷 式 熱 交 換 器





洩れのないことを確認する
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